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『郁
伽
長
者
所
問
経
』

に
お
け
る
五
戒

香

川

真

二

『郁
伽
長
者
所
問
経
』
(以
下
、
『所
問
経
』)
は
、
世
尊
が
郁
伽
長
者

の

問

い
、

即
ち
在
家
菩
薩

・
出
家
菩
薩
は
如
何
に
在
る
べ
き
か
に
つ
い
て

　
ユ
　

答
え
る
経
曲
ハで
あ
る
。
こ
の
経
中
に
は
、
在
家
菩
薩

の
護
る
べ
き
戒
と

し
て
所
謂
五
戒
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
阿
含

・
ニ
カ
ー
ヤ
の
五
戒

と
比
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戒
に
大
乗
的
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
特
に
不
邪
婬
戒
に
関
し
て
は
、
内
容
的
に
不
邪
婬
で
は
な

く
不
婬

が
説
示
さ
れ
て
お
り
、
在
家
菩
薩
に
出
家
戒
で
あ
る
不
婬
戒
を

説
く
こ
と
が

『所
問
経
』
の
五
戒
の
特
徴
と
も
言
え
る
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
特
に
不
邪
婬
戒
を
取
り
上
げ
、
阿
含

・
ニ
カ
ー
ヤ
と
の
関
係
を

指
摘
し
、
『所
問
経
』
に
お
け
る
五
戒
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一

郁
伽
長
者

と
給
孤
独
長
者

『所
問
経
』
の
諸
訳
を
対
照
す
る
と
、
後
漢
の
安
玄
訳

『法
鏡
経

』
に

の
み

「郁
伽
を
含
む
長
者
」
と

「給
孤
独
長
者
」
と
が
区
別
さ
れ
て
扱

わ
れ
て
い
る
文
章
が
あ
る
。
即
ち
、

其
諸
理
家
。

一
切
以
発
求
大
道
。
皆
与
其
衆
共
造
徳
本
。
有
結
於
無
上
正
真

道
。
惟
給
孤
独
聚
不
耳
。
(大
正
一
二
・
一
五
中
)

と
、
郁
伽
長
者
達
が
無
上
正
真
道
を
得
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
の
に

給
孤
独
長
者
だ
け
は
そ
の
こ
と
か
ら
除
外
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
又

そ
の
理
由
は
、
経
中
で
は
説
明
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
、
郁
伽
と
給

孤
独
と
が
従
来
持

つ
性
格
の
相
違
に
根
拠
が
あ
る
と
仮
定
し
、
阿
含

・

ニ
カ
ー
ヤ
よ
り
両
者
に
言
及
す
る
資
料
を
整
理
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
優

婆
塞
と
な
る
場
面
に
次
の
如
き
記
述
が
あ
っ
た
。
即
ち
、
『中
阿
含
経
』

巻
九
第
三
八

『郁
伽
長
者
経
』
に
は
、

世
尊
。
我
今
自
帰
於
仏
法
及
比
丘
衆
。
唯
願
世
尊
。
受
我
為
優
婆
塞
。
従
今

日
始
終
身
自
帰
乃
至
命
蓋
。
世
尊
。
我
従
今
日
従
世
尊
自
蓋
形
寿
。
梵
行
為

首
受
持
五
戒
。
(大
正

一
・
四
八
〇
上
)

と
あ
り
、
郁
伽
は

「梵
行
を
首
と
な
す
五
戒
」

の
受
持
を
表
明
し
、
優

婆
塞
で
あ
り
な
が
ら
出
家
者
と
同
様
の
不
婬
戒
を
受
持
す
る
。
従

っ
て

彼
は
、
四
人

の
妻
達
を
解
放
し
て
い
る
。

一
方
、
給
孤
独
が
優
婆
塞
と

な
る
場
面
に
は
、
三
帰
依
の
み
に
言
及
す
る
資
料
と
三
帰
依
及
び
五
戒

に
言
及
す
る
資
料
と
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
給

孤
独
は

「無
戒
」
又
は
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三

一
九

「五
戒
」
受
持
の
優
婆
塞

で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
即
ち
、
郁
伽
が
梵
行

を
首
と
な
す
五
戒
を
受
持
し
て
い
る
の
に
対
し
、
給
孤
独
は
五
戒
を
受

持
し
て

い
る

(又
は
無
戒
)
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
点
か
ら
、
両
者
の
受

持
し
た
戒
の
相
違
点
は
不
婬

・
不
邪
婬
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二

不
婬

と
不
邪
婬

阿
含

・
ニ
カ
ー
ヤ
の
五
戒
は
、
在
家
者
と
し
て
の
日
常
の
生
活
を
考

慮
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
在
家
生
活
の
中

で
護
り
得
る
範
囲
の
戒
と

な
っ
て
い
る
。
故
に
在
家
信
者
の
五
戒
に
は
不
邪
婬
戒
を
説
き
、
出
家

者
の
場
合
に
は
不
邪
婬
戒
を
不
婬
戒
に
か
え
て
保

つ
の
で
あ
る
。
し
か

し

『所
問
経
』
の
不
邪
婬
戒
に
関
し
て
は
、
諸
訳
共
に
邪
婬
の
否
定
に

留
ま
ら
ず
、
妻
と
の
婬
を
も
否
定
し
、
更
に
は
婬
欲
す
ら
も
否
定
し
て

お
り
、在
家
者
に
も
出
家
者
と
同
じ
不
婬
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

不
婬
を
説
く
と
い
う
点
で
は
、
阿
含
で
郁
伽
が
受
持
し
た
戒
と

一
致
し
、

給
孤
独
が
受
持
し
た
五
戒
と
は
異
な
る
。
よ

っ
て
阿
含

・
ニ
カ
ー
ヤ
に

お
い
て
不
婬
戒
を
受
持
し
て
い
た
郁
伽
長
者

は
本
経

に
お
い
て
主
人
公

と
し
て
相
応
し
い
存
在
で
あ
る
が
、
不
婬
戒
を
受
持
し
て
い
な
か
っ
た

給
孤
独

は
、
『法
鏡
経
』
に
お
い
て
区
別
さ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
で
は
何
故
、
在
家
地
に
住
す
る
菩
薩
に
対
し
て
説
か
れ

た
も
の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
不
婬
を
説
く
の
か
。

三

八
斎
戒

と

の
共
通
性

阿
含
に
お
い
て
、
在
家
信
者
は
日
常
護

っ
て
い
る
五
戒

(不
邪
婬
を

不
婬
に
か
え
る
)
と
別

の
三
戒
を
合
わ
せ
た

「八
斎
戒
」
を
も
護
る
。
八

斎
戒
と
は
、在
家
信
者
が
布
薩
日
に

一
日

一
夜
護
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
の
戒
を
受
持
す
る
阿
含

で
の
意
義
は
、
『仏
説
斎
経
』
・
『増

一
阿
含

経
』
巻
第

一
六
高
憧
品
第
二
四
之
三

・
『優
阪
夷
堕
舎
迦
経
』
に
見
ら

れ
る
が
如
く
、
出
家
者
の
戒
↓
定
↓
慧

の
戒

と
同
様

に
悟
り
に
向
か
う

も
の
で
あ
り
、
日
常
生
活
に
於
い
て
五
戒
を
護
る
こ
と
と
は
質
的
に
異

　　
　

な
る
。
『所
問
経
』
で
は
、
仏
は

「長
者
、
在
家

の
菩
薩
は
、
己
の
妻

の
所
に
於

い
て
も
当
に
三

つ
の
想
を
起
こ
す

べ
し
」
と
言

い
、
「戒
を

障
ふ
る
想
な
り
。
定
を
障
ふ
る
想
な
り
。
慧

を
障
ふ
る
想
な
り
。
是
を

　
ヨ
　

三
と
名
く
。
」
と
説
明
し
て
い
る
。

こ
れ
は
阿
含

の
八
斎
戒
と
同
様
に

『所
問
経
』
の
五
戒
が
、
戒
↓
定
↓
慧

の
戒

に
相
当
す
る
も

の
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
阿
含
の
八
斎
戒
と
関
係

し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。

ま
た
失
訳

『優
跛
夷
堕
舎
迦
経
』
で
は
、
佛

が
堕
舎
迦
に
対
し
て
、

天
下
人
多
憂
家
事
。
我
用
是
故
。
使

一
月
六
斎
持
八
戒
。
若
有
賢
善
人
。
欲

急
得
阿
羅
漢
道
者
。
若
欲
疾
得
佛
道
者
。
若
欲
生
天
上
者
。
能
自
端
其
心
一

其
意
者
。

一
月
十
五
日
斎
亦
善
。
二
十
日
斎
亦
善
。
人
多
憂
家
事
故
與
一
月

六
斎
。
(大
正
一
・
九
=
二
上
。)

と
、
在
家
者
は
家
事
に
多
忙
な
の
で

一
ヶ
月

に
六
斎
日
な
の
で
あ
り
、

賢
善
人
で
急

い
で
阿
羅
漢
道
を
得
た
い
者
、
疾
く
佛
道
を
得
た
い
者
、

天
上
に
生
ま
れ
た
い
者
は
事
情
が
許
せ
ば

三
ヶ
月
に
十
五
日
間
斎
を
し

て
も
よ
い
し
、
二
十
日
間
斎
を
し
て
も
よ
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

つ
ま
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三
二
〇

り
、
八
斎
戒
を
阿
羅
漢
と
同
等
の
心
で
持
す
れ
ぼ
、
在
家
者
に
も
悟
り

へ
の
道
が
開
か
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
①
在
家
地
に
住
し
つ
つ
②
不
婬

戒
を
受
持
し
③
悟
り
を
得
る
と
い
う
構
造
で
あ
り
、
こ
れ
は
『所
問
経
』

の
五
戒
と
共
通
し
て
い
る
。
ま
た

『十
住
毘
婆
沙
論
』
で
は
、
在
家
菩

　　
　

薩
の
そ
な
え
る
べ
き
二
十
法
の
第
十
二
に

「常
に
斎
戒
を
受
く
」
と
説

か
れ
て
い
る
。
,こ
れ
は
日
常
生
活
に
於
い
て
も
不
婬
戒
を
護
り
、
在
家

地
に
住
し

つ
つ
も
、
少
な
く
と
も
不
婬
と
い
う
点
で
は
出
家
者
と
同
様

の
生
活
を
要
求
し
て
い
る

の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
戒
↓
定
↓
慧
に

よ
っ
て
悟
り
に
向
か
う
も
の
で
あ
る
。
以
上
、
阿
含

の
八
斎
戒
に
関
す

る
資
料

を
検
討
し
た
結
果
、
『所
問
経
』

の
五
戒
と
構
造
及
び
目
的
に

お
い
て
類
似
点
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

む

す
び

『
所
問
経
』
の
五
戒
は
用
語

・
順
序
は
阿
含

の
五
戒
を
踏
襲
し
て
い

る
も
の
の
、不
邪
婬
戒
に
関
し
て
は
内
容
的
に
不
婬
を
要
求
し
て
お
り
、

在
家
地

に
住
し

つ
つ
も
不
婬
を
護
る
べ
き
こ
と
を
説

い
て
い
る
。
こ
の

様
な
立
場
か
ら
、
阿
含
経
に
お
い
て
在
家
者

で
あ
り
な
が
ら
不
婬
戒
を

受
持
し

て
い
た
郁
伽
長
者
が
、
大
乗
経
典
と
し
て
の
本
経
で
も
主
人
公

と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
不
婬
戒
を
受
持
し
て
い
な
か
っ
た
給
孤

独
長
者

は

『法
鏡
経
』
に
お
い
て
郁
伽
長
者
と
は
区
別
し
て
扱
わ
れ
た

の
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
何
故
在
家
地
に
住
し
な
が
ら
不
婬
戒
を
受

持
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
こ
の
こ
と
は
、
阿
含
に
お
け
る
八
斎
戒
受

持
ど
深
く
関
係
し
て
い
る
。
即
ち

『優
阪
夷
堕
舎
迦
経
』
等

に
は
、
在

家
地
に
住
し
つ
つ
も
八
斎
戒

(不
婬
戒
を
含
む
)
を
持
す
る
こ
と
に
依

っ

て
悟
り
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

『所

問
経
』
が
在
家
地
に
住
し
な
が
ら
五
戒

(不
婬
戒
を
含
む
)
を
受
持
す
る

こ
と
と

一
致
し
、
又
そ
の
こ
と
が
悟
り
と
結
び

つ
い
て
い
る
点
に
お
い

て
も
共
通
性
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

即
ち

『所
問
経
』
に
お
け
る
在
家
菩
薩
の
五
戒
受
持
の
意
義
は
、
阿

含

・
ニ
カ
ー
ヤ
の
如
く
持
戒
に
よ
っ
て
功
徳
を
積
む
だ
け
の
行
為
で
は

な
く
、
戒
↓
定
↓
慧
に
よ
っ
て
悟
り
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
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